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さ
れ
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。
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す
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講
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。
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梶
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と

に
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。
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収
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世
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が
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な
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さ
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四
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台
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講
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近
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な
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。
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収
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は
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。
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つ あらゆる機会をとらえ学習に励む。環境をととのえ、健全な子供の育成につとめる
日 スポーツな大かん忙し、すこやかな心と!r'らだきど
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震
設
事
業
費
を
含
む
一
億
五
千
六
百
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
や
市
税
の
減
税
条
例
、
市
役
所
一

一
の
機
構
改
革
な
ど
二
十
議
案
と
一
限
告
を
い
ず
れ
も
原
案
と
お
り
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
一
一

一
一
た
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
c

一-

五
百

(10 R) 審議桜IJ)，~~:ねる市議会

市
農
業
委
員
会

V) 

行

事

i
 
I
 

R
帽
6
3
/

ま

豪華な花火で夜空をこがす

l川まつり神事

2 宝さがし

3 親善野球大会

4 水上民蹄大会

5 七夕かぎり大会

6 噴[水

7 花火大会

8 鵜 飼(かがり火燃やし)

? 水着撮影大会
(川まつり、花火大会、鵜飼等)

水上プラスハンド吹奏

川まつりゴルフ大会

8月4日(月曜日〉

8月3日(日曜日)



一
ち
し
て
い
ま
す
o

と
し
て
大
事
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

一
し
か
し
使
い
か
た

ιょ
っ

亡

は

、

相

地

面

下

に

こ

の

巨

石

を

ウ

一

て

て

い

一

手

に

つ

な

が

ら

な

か

っ

た

り

、

故

障

を

る

工

作

や

、

そ

の

深

さ

な

ど

は

わ

か

一

軍

一

お

こ

し

た

り

し

て

、

色

迷

惑

を

お

か

け

っ

て

お

り

ま

せ

ん

が

、

お

そ

ら

く

二

一

o
l
l
s

新
刊

l

…

一

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

な

お

-

度

赤

千

年

よ

り

も

以

前

に

、

私

た

ち

の

但

一

家

庭

教

育

指

碍

事

典

(

村

上

俊

一

死

)

一

一

電

話

の

正

し

い

か

け

か

た

に

つ

い

て

と

先

が

太

壁

、

巨

石

を

畏

敬

し

て

、

こ

一

日

本

名

城

一

0
0選
(
日
本
城
割
引
)
一

一

塁

い

た

だ

き

、

じ

よ

う

ず

に

C

利

用

の

よ

う

な

工

作

物

を

し

た

お

と

こ

日

本

の

詩

歌

話

詩

集

(

山

越

章

一

一

(

わ

さ

い

ト

。

え

ら

れ

て

お

り

、

一

世

界

の

旅

却

南

ア

メ

D
ヵ

一

民

が

常

に

需

点

検

し

、

交

通

震

を

一

悪

質

基

霊

室

長

人

は

、

②

す

一

と

を

よ

く

み

て

通

報

し

て

く

だ

さ

い

。

一

赤

電

話

の

か

け

か

た

/

市

内

の

巨

石

工

作

一

間

入

山

ェ

虫

干

品

噌

一

通
報
す
る
μ
交

通

犯

臣

、

民

総

点

検

連

一

ぐ

事

¥

喜

重

苦

言

派

出

所

、

一

主

阜

の

菜

、

言

、

記

載

文

字

、

一

マ

市

内

墨

田

一

ヒ

バ

担

の

代

表

的

な

一

H

2

湖

一

動
μ

が

す

す

め

ら

れ

て

お

り

、

み

な

さ

一

駐

在

所

、

街

顕

の

霊

巨

③

口

頭

か

一

運

転

者

の

人

相

、

妻

、

乗

車

人

員

な

一

⑤

受

話

器

を

は

ず

し

、

十

円

去

を

久

れ

一

も

の

で

す

。

一

H

3

寝

H

一

ん
の
霊
的
な
協
力
存
び
か
け
て
い
一
電
話
そ
の
他
の
方
法
で
通
報
し
℃
く
だ
一
ど
も
で
き
る
だ
け
ら
通
報
者
の
住
所
ム
て

H
Y
l
r
と
い
う
発
言
義
一

1
1
1一
一

い

川

一

一

手
。
一
さ
い
。
電
話
で
通
報
す
る
と
き
は
一
一
一
氏
命
も
お
忘
れ
な
こ
告
げ
は
九
こ
と
一
ゆ
て
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
よ
ぎ
一

ζ
の
巨
引
訂
て
東
洋
一
の
メ
ン
ヒ

H
Mじ
む
昨
日
日
日
川
副
一
撃
の
法
悦
(
大
石
順
章
一

乙
の
運
動
は
運
転
者
に
μ
怖
に
県
民
一

O
番
を
利
用
し
ま
レ
ょ
う
。
通
報
の
と
一
を
望
ま
な
い
万
は
F
名
て
も
l
マ
乙
う
一

u

一

一

新

時

代

の

け

J
lダ
1シ
ッ
プ
(
松
本
』

全
俸
の
監
視
の
中
で
運
転
し
て
い
る
υ

一
産
量
の
ナ
ン
バ
ー

ωい
つ

、

ど

こ

一

で

す

)

一

⑤

望

者

し

中

や

、

出

な

い

と

き

は

一

ル

(

一

フ

一

ア

ン

語

で

メ

ン

は

石

、

ヒ

ル

内

あ

ち

こ

ち

に

あ

る

巨

石

遺

跡

の

研

一

大

学

問

題

と

学

生

蓮

動

(

室

長

一

と
い
う
意
識
を
も
た
せ
る
レ

Z

E

E

-

受

話

器

を

か

け

る

と

十

円

玉

は

返

却

一

は

長

い

の

震

〉

ど

と

一

一

一

口

伝

て

、

究

は

ほ

と

ん

ど

吉

か

ず

で

、

今

後

一

歴

史

の

探

求

(

古

車

一

民

全

区

の

を

霊

運

転

各

顕

か

ら

一

一

口

に

戻

り

ま

す

。

一

に

わ

か

に

有

名

に

な

り

ま

し

た

が

、

の

大

き

な

課

題

の

さ

で

も

あ

り

ま

一

こ

の

人

@

そ

の

事

業

(

害

時

事

)

一

追

放

し

、

事

故

に

つ

な

が

る

交

通

犯

罪

一

県

政

相

談

所

開

く

一

⑤

電

話

番

号

を

間

違

っ

て

か

け

、

相

手

一

撃

で

は

石

仏

(

い

し

ぼ

と

け

)

と

す

。

一

た

ぱ

乙

の

話

あ

れ

こ

れ

(

専

売

公

社

一

を

絶

滅

す

る

こ

と

を

め

ざ

し

た

も

の

で

一

一

白

た

と

き

は

十

円

吉

一

反

り

ま

せ

一

言

っ

て

、

昔

か

ら

一

民

間

信

仰

の

対

象

(

市

教

育

委

員

会

)

一

不

動

要

入

門

(

佐

賀

章

一

一

一

L
o

一

1

1

h

l

i

l

i

-

-

1

1

一

青

春

の

震

(

石

川

署

こ

す

。

も

ち

ろ

ん

、

違

反

検

挙

が

目

的

で

一

ど

さ

七

旦

二

十

一

日

一

せ

を

ほ

じ

め

身

の

回

り

の

相

談

。

と

な

一

/

一

ま

ず

か

ら

、

つ

キ

つ

け

て

話

し

を

す

る

一

こ

と

を

つ

と

め

て

減

ら

し

ま

す

。

一

l
ト
ル
以
上
で
身
一
体
健
全
で
あ
る
こ
一
苧
馬
会
一
島
山
紀
夫
)
一

は
な
く
、
主
い
露
で
あ
っ
て
交
一
(
中
長
一
と
を
お
喜
す
る
だ
め
、
県
政
相
談
所
一
言
察
(
一
一

C
番

)

消

防

(

一

一

九

一

場

合

は

追

加

の

十

円

玉

写

ぐ

に

入

一

一

と

一

灼

一

一

の

話

(

青

木

淳

一

)

一

重
放
を
な
く
す
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
一
と
ζ
ろ

大

洲

市

民

章

一

を

開

設

し

ま

す

。

一

番

)

一

電

話

の

故

障

(

一

一

一

一

一

番

)

と

一

-

一

れ

て

く

だ

さ

い

。

一

一

マ

受

付

期

間

一

室

長

草

(

丸

山

富

美

子

一

り
ま
す
。
一
票
|
ル
一
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
け
っ
こ
一
か
、
電
話
の
室
、
移
転
な
ど
の
間
一
室
百
の
か
た
に
印
し
出
て
く
だ
さ
い
一
い
(
市
話
番
i
市
内
局
番
l
加
入
一
⑤
通
寺
山
手
後
、
残
り
の
十
空
は
返
一
愛
嬢
県
警
察
一
七
月
一
千
八
日
;
八
月
一
一
士
一
百
一
蟹
の
泡
ふ
き
(
安
富
和
喜
一

そ
の
交
通
違
反
の
通
報
喜
才
一
県
で
は
、
県
民
の
み
な
六
生
長
一
う
で
す
。
と
る
お
気
軽
に
相
談
に
お
一
い
合
わ
せ
(
四
l
ニ0
0
0番
手

一

大

型

赤

電

話

の

場

合

一

者

番

号

)

一

却

口

へ

戻

り

ま

す

。

一

宮

募

集

一

〈

っ

し

、

こ

と

は

、

近

く

の

童

書

一

革

手

芸

(

菅

野

英

二

郎

)

一

i
幸
運
転
、
飲
酒
運
転
ん
ピ
l
一

政

に

対

す

る

重

、

苦

情

、

問

い

合

わ

一

越

し

く

だ

さ

:

一

ど

の

費

電

話

へ

の

警

は

二

窟

一

⑤

十

皇

を

入

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

一

⑤

十

円

王

の

最

後

の

一

器

産

量

一

奇

襲

電

話

局

一

一

わ

乱

・

駐

在

所

)

で

お

尋

ね

く

一

き

の

こ

(

大

谷

霊

)

一

ー

一

ぃ

l

一
の
か
た
に
切
勇
主
回
し
て
も
ら
一
自
由
に
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
が
で
き
一
ち
る
と
き

d
l
u
と

い

う

音

が

し

一

一

愛

媛

県

で

は

、

来

年

の

四

月

に

採

用

一

一

ベ

ッ

ト

の

話

(

牧

野

信

弓

一

段

段

故

機

関

輪

一

赤

電

話

は

一

っ

て

か

ら

か

け

て

く

だ

さ

い

。

古

一

ま

す

。

一

i

!

一

す

る

撃

室

長

要

領

で

重

し

一

だ

さ

い

。

一

ペ

ァ

ト

の

量

(

中

川

喜

一

竺
ケ
難
鶏
結
盟
側
一
れ
わ
れ
日
L

一一時一一
Y
A
H
-
j
民
自
主
夏
に
強
く
な
る
法
一
一
一
一
一
一
口
品
目
立
劇
訓
題
一
均
一
時
一
一

ヱ

ン

ヵ

騒

騒

舗

網

麟

騨

議

晶

一

室

長

、

約

八

十

個

の

赤

電

話

が

設

一

マ

市

外

通

話

一

て

か

ら

、

あ

と

は

一

般

の

星

空

一

夏

パ

テ

退

F
E
-
-ピき
ン
C
の
多
量
み
か
ん
、
一

0

0

一
7
5
日
新
田
産
5
2
0
2
8
一
般
と
私
(
獅
子
文
六
)
一

一

倍

ぴ

翻

鱗

麟

畿

麟

繍

麟

盤

並

置

さ

れ

、

み

な

さ

E利
用
を
お
待
一
普
通
の
赤
電
話
回
の
場
合
一
同
じ
要
領
で
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
一
ま
す
と
、
一
レ
モ
ン
、
オ
レ
ン
ジ

izつ一
マ

採

用

人

員

約

主

人

一

大

槻

?

2

2

2

3

一

花

房

一

毒

物

夜

話

〈

平

岩

弓

三

一

二

機

盤

機

同

一

|

L

E

i

引

事

♂

丸

い

汁

日

開

5
J
R引
む

江

戸

し

三

持

学

樫

は

問

い

ま

せ

ん

が

1日
時

一

日

川

口

パ

一

時

国

立

一

二

焼

額

iれ
鱗

鰯

灘

間

一

と

も

し

び

の

輪

広

げ

る

一

川

口

紅

自

己

目

立

U
H計
十

ら

ず

油

っ

こ

い

マ

一

を

肝

心

干

し

ま

す

一

日

可

業

程

度

の

学

力

を

必

要

千

百

四

日

斜

一

け

い

り

一

時

卵

…

軒

町

一

一

館

引

際

晴

樹

議

閣

機

嶋

監

婦

人

社

会

奉

仕

家

を

募

集

一

参

加

重

申

込

み

は

、

地

域

の

婦

人

一

ヨ

ネ

ー

ミ

フ

レ

ン

チ

ド

レ

ッ

シ

ン

一

⑤

と

Z
シ
ャ
ワ
ー
去
を
し

-tv昭和
十
八
年
同
月
一
百
一
げ
げ
日
浦
岡
小
野
H
2
0
2
4
一
時
軒
話
日
目
立

一

工

機

議

機

市

「

も

i川

1
i巳詰
詰

5
U日ま

rモ
L
詰

詰

但

首

持

…

パ

V

U

1

一

刊

悶

詰

詰

誌

吋

詑

詰

詰

日

託

持

M
匂可
J

訂目語話H
円引器許許れ酷許許時肝F良邑)一

且

機

滅

私

一

ド

鴻

灘

纏

毅

一

の

も

し

び

を

社

会

の

中

に

高

く

か

か

一

び

Zー
な
ど
を
計
画
実
施
し
て
い
一
季
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
o

-

粉
ミ
ル
ク
な
喜
多
く
食
べ
ま
す
③
工
学
習
を
し
ま
す
村
長
し
よ
昭
和
一
一
十
七
年
四
月
一
日
)
ま
で
に
一

E外
科
W
3
7
5
6
一
素
顔
の
日
本
(
河

E
一

一
中
央
公
民
館
は
こ
の
ほ
ど
市
民
会
館
一
市
に
は
将
来
博
物
館
蓄
の
員
一
げ
、
明
る
く
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
一

1
l
i
l
i
-
-
i
l
-
-
J

引
J
っ

一

10

一

iた
男

子

一

;

日

村

上

内

?

2

3

4

6

一

か

げ

ろ

ふ

日

記

抄

(

三

宅

清

)

一

一
に
民
俗
資

2
2し
た

。

一

号

、

少

し

つ

つ

で

も

集

め

て

お

い

て

一

つ

く

る

た

め

に

尽

力

す

る

婦

人

社

章

一

二

ア

レ

ピ

っ

こ

が

対

策

な

ど

一

層

F
Tて扱
い
に
く
ぃ
。
一
⑦
汗
を
か
く
も
と
で
あ
る
水
色
ハ
体
持
身
長
百
六
十
セ
ン
チ
メ
松
元
富
H
3
0
6
7
一
タ
ピ
デ
の
塁
(
長
谷
川
真
)
一

一
古
く
か
ら
こ
の
地
方
で
使
わ
れ
て
い
一
は
と
二
人
の
篤
志
家
に
贈
ら
れ
た
も
の
一
仕
運
動
家
υ
と

も

し

び

会

員

を

募

集

し

一

一

O
う
そ
を

5
0
7
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
t
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
一一

一
山
内
訂
正
信
一
昨
昨
日
一

M
r
H
U
L
-
-
H一
日
ロ
ヘ
一
一
一
日
話
が
十
分
出
コ
ロ
利
引
引
削
印
刷
一
一
一

に
近
い
も
の
が
集
め
ら
れ
て
、
訪
れ
る
一
民
館
で
ま
望
ん
で
い
ま
す
り
一
霊
き
夏
の
子
主
」
事
故
防
止
③
一
の

J
一
の
こ
め
こ
百
団
止
事
各
所
内
に
家
一
己
ア
レ
ピ
に
見
入
っ
て
い
う
こ
と
を
閣
一

0
こ

と

ご

と

に

夫

(

妻

、

明

?

と

ご

一

ホ

ル

ス

タ

イ

ン

は

、

オ

ラ

ン

ダ

の

圏

送

風

、

散

水

の

効

果

も

子

、

一

一

一

一

』

ト

一

じ

一

カ

ア

ヂ

j
ヰ

王

子

一

の

育

児

暴

見

が

合

わ

7

u

=
一
原
庄
三
重
ゐ
ら
み
C
じ

雪

よ

]

牛

舎

の

開

票

日

陰

季

五

工

夫

一

一

一

一
ほ
世
間
日
時
間
九
十
日
立
。
引
ド
の
原
因
が
わ
官
な
い
。
一
∞
抗
日
日
明
白
川
町
町

u
rき
ず

一

一

も

北

仁

あ

た

い

か

ら

い

削

し

い

気

ー

も

た

い

き

で

あ

る

。

一

一

戦
後
の
家
族
制
度
の
崩
か
い
に
と
も
一

O
学

校

内

、

保

育

所

、

幼

稚

聞

に

行

く

こ

一

ひ

そ

か

に

悩

ん

で

い

る

。

主

に

適

し

て

い

る

。

な

が

庄

の

聞

に

飼

圏

牛

乳

の

処

理

位

し

く

て

も

一

一

a

な
う
核
家
族
の
語
、
豪
雪
量
一

r
j
j
j
j
t

一

一

い

馴

ら

さ

れ

、

監

の

気

象

環

境

に

定

時

に

搾

乳

し

、

ろ

過

後

は

す

み

や

一

数

の

減

少

に

と

も

な

フ

幼

少

入

居

激

一

一

も

順

応

す

る

と

い

わ

れ

る

が

も

と

か

に

冷

却

す

る

。

清

潔

な

牛

害

、

一

減

二

め

る

い

は

共

稼

ぎ

出

稼

ぎ

家

庭

の

一

一

も

と

一

一

色

言

語

い

乳

牛

で

あ

る

清

潔

な

搾

走

行

な

い

、

乳

は

す

み

一

日

記

抗

日

時

の

児

童

問

題

が

一

一

計

十

九

日

H
H
H

吋
に
冷
却
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
一

あ

な

た

の

こ

家

庭

に

も

、

た

と

え

は

ニ

乳

牛

の

生

理

条

件

や

環

境

を

政

善

大

洲

農

業

歓

良

普

友

所

一

次

の

き

な

こ

と

で

お

困

り

の

こ

と

は

で

、

Z

5

2

2

H

L

あ
り
ま
せ
ん
か
。
相
談
で
い
く
ら
か
く
間

)
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定

史

跡

日

通

ニ
シ
ノ
ミ
ヤ
巨
石
遺
跡

2 5 

所所
有手干
者地

一
向
山
ニ

vv
ノ
ミ
ヤ
高
橋
邸
内

同

右

高

橋

徳

潔

(
昭
和
引
年

q
月
刊
目
指
定
)

昭和 44年 7月朝菟建立

郵
便
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う

郵

便

番

号

は

住

所

の

一

部

で

す
郵

便

大

抑l

標
高
五
百
六
十
一
メ
ー
ト
ル
の
高
の
一
真
中
が
兵
一
界
r
k
当
た
パ
J

天
気
F
L

山
寺
山
(
平
称
高
山
)
中
腹
の
一
吉
良
い
日
に
は
こ
の
山
の
向
コ
か
ら
一
亦

八
十
メ
i
ト
ル
、
高
橋
邸
内
の
南
関
い
日
の
出
が
見
ら
れ
去
j
υ

ま
た
、

の
一
部
を
占
め
て
一
一
仙
の
匡
一
七
が
丸
と
ζ
か
ら
は
東
南
西
三
万
の
四
国
の

っ
て
い
ま
す
。
石
質
は
高
山
に
院
す
連
山
や
、
大
削
余
地
が
眺
め
ら
れ
る

る
緑
色
片
石
で
、
池
田
か
ら
の
高
さ
景
勝
の
地
で
も
あ
り
ま
了
。

四
@
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
@
二
父
!
昭
和
子
二
年
考
古
宇
m
V
M帖
成
鳥
居
註

ト
ル
、
厚
さ
六
十

五
セ
ン
チ
で
、
口
午
、

L
i
了
ム

真
に
見
ら
れ
る
よ
品
不
河

う
に
尖
錦
の
部
分

が
丸
く
な
っ
て
い

ま
す
。
と
の
石
の
正
面
に
あ
た
る
り

る
か
遠
方
に
は
、
ど
ち
ら
も
二
等
辺

三
角
形
の
絡
好
の
よ
い
神
南
山
が
を

に
富
士
山
が
右
に
並
ん
で
見
え
、
そ

畏
間
信
仰
の
対
象
に
な
っ
た

メ
ン
ヒ
ル

}牟a

を
す
る
乙
と
が
暖
地
に
お
け
る
酪
農

経
営
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
辰
一
る
。

圏
飼
料
の
給
』
J

高
温
時
の
食

欲
減
退
は
、
体
温
の
高
ま
る
の
を
自

ら
防
い
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

体
温
は
士
二
時
か
ら
二
十
二
時
ま
で

の
聞
に
上
昇
が
著
し
く
二
十
時
。
ろ

が
巌
一
両
で
、
午
前
八
時
C
ろ
が
最
底

と
な
る
の
で
、
気
温

ω低
い
早
朝
と

夜
間
に
飼
剃
の
給
与
を
行
な
う
。

圏
夏
の
飼
料
作
物
は
生
育
が
は
や

く
、
堅
く
な
り
や
す
い
の
で
朽
刈
り

し
て
給
与
す
る
。

園
高
温
時
は
飲
水
量
の
増
加
す
る

も
の
ほ
ど
体
温
の
上
昇
は
低
く
、
乳

量
の
減
り
も
少
な
い
の
で
、
伶
水
を

い
つ
も
飲
め
る
よ
う
に
す
る
。
乳
牛

は
十
六
時
か
る
二
十
三
時
ま
で
の
聞

と
飼
桝
を
食
べ
た
後
に
多
く
飲
水
す

る。圏
夜
間
の
放
牧
・
タ
万
か
ら
夜

間
に
か
け
牛
の
体
混
が
高
い
時
聞
は

牛
舎
内
温
度
も
昼
の
余
熱
で
合
外
よ

り
も
高
い
か
ら
、
企
口
外
に
出
し
て
夜

十
時
を
過
ぎ
て
舎
内
に
入
れ
る
。

局


